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21日　穀∴雨

28日　身体陣害者

禰祉法記念日
29日　天皇誕生日
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町民の動き

町
民
プ
ー
ル
が
完
成

鴫
醜
弼
帥
H

昨
年
十
月
上
旬
か
ら
出
門
小
学
校
北

側
に
獲
設
中
で
あ
っ
た
遼
質
町
民
プ
ー

ル
が
二
月
末
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
町
民
プ
ー
ル
は
、
防
衛
施
設
周

辺
民
生
安
定
施
設
駈
相
法
に
熱
く
補
助

金
工
聖
C
、
防
衛
施
設
塙
か
ら
園
確
補

助
全
ハ
〇
二
万
円
、
更
に
璧
省

か
ら
厚
生
福
祉
施
設
轄
僻
の
趣
宵

で
、
国
民
年
金
の
特
別
融
資
五
五

〇
万
円
を
う
け
て
総
轟
謹
製
一
、

三
8
万
円
を
要
し
て
建
設
さ
れ

た
も
の
で
す
。

従
来
本
町
に
は
水
泳
プ
ー
ル
施

段
は
馨
中
学
鮫
に
一
ヶ
所
あ
る

だ
け
で
、
夏
期
に
お
け
る
プ
ー
ル

の
利
用
面
で
町
民
の
み
な
さ
ん
、

特
に
小
・
中
学
生
に
不
自
由
を
か

け
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
町
民

プ
ー
ル
完
成
に
よ
り
今
年
か
ら
は

多
少
緩
和
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ

ます。今
後
、
こ
の
施
設
は
広
く
町
民

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
防
衛
施
設
局
の
請
助

お
よ
び
国
民
年
金
特
別
融
資
の
趣

旨
を
充
分
醒
離
さ
れ
、
体
位
向
上

の
場
と
し
て
、
又
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
場
と
し
て
有
効
に
活
用
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

工
雲
霞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

繋
琵
琶
二
常
盤
襲
繋
染
務
所

工
斬
施
工
　
円
本
地
所
株
式
会
社

総
工
琵
一
二
、
九
〇
六
千
円

親
∴
∴
撲

みよこの月．4－－

水
面
積
　
四
〇
〇
肪

務
メ
ー
ト
ル
7
コ
ー
ス

プ
ー
ル
サ
イ
ド
　
四
二
五
㍍

的
属
建
物
　
8
1
㍍（更

衣
室
、
便
所
、

足
洗
場
、
横
板
室
）

◎
一
票
に
願
い
を
こ
め
て

町
づ
く
り

◎
投
票
日
あ
な
た
が
発
言

す
る
日
で
す

四
月
二
十
五
日
は
町
長
・
町
襲
議

員
選
挙
の
毀
某
日

布
施
著
の
自
銘
で
「
明
る
く
正
し
い

選
挙
」
を

来
る
四
月
二
十
五
日
の
地
方
選
撃

は
、
私
た
ち
の
生
活
に
股
も
身
近
か
な

選
挙
と
し
て
そ
の
関
心
ふ
高
く
、
そ
れ

だ
け
に
買
収
く
供
応
、
困
練
や
情
実
に

よ
っ
て
、
や
や
も
す
る
と
「
溶
き
一

票
」
が
汚
さ
れ
、
ゆ
が
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
選
挙
こ
そ
住
民

一
人
一
人
が
主
権
者
と
し
て
政
治
に
意

見
を
反
映
さ
せ
る
唯
一
の
旗
会
で
す
。

私
達
が
平
和
で
、
し
あ
わ
せ
な
著
し

が
で
き
る
か
否
か
は
、
馨
に
お
け
る

各
自
の
自
覚
あ
る
二
塁
に
よ
っ
て

左
右
さ
れ
ま
す
。

こ
の
惑
味
に
お
い
て
来
る
べ
き
選
挙

に
は
、
買
収
、
因
縁
、
億
実
に
ま
と
わ

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
正
し
く
良
艶
で
よ

く
考
え
、
民
主
政
治
の
主
権
者
と
し
て

の
自
覚
を
も
っ
て
「
明
る
く
五
し
い
選

挙
」
を
い
た
し
ま
せ
う
。

通
貨
町
選
挙
管
理
黍
貸
金

国
民
年
金
（
十
毎
々
金
）

の
戴
冠
請
求
国
見
よ
り

受

付

開

始

い
よ
い
よ
待
ち
に
待
っ
た
十
緯
寄
金

の
方
（
整
ハ
十
五
才
）
が
本
年
四
月
よ

り
支
給
手
轟
の
開
始
に
な
り
ま
す
。

明
治
三
十
九
年
四
月
一
首
以
降
明
治
四

十
四
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

は
本
年
三
月
の
保
険
料
を
納
め
る
と
四

月
以
降
は
納
め
ら
れ
な
く
な
り
塑
ハ
十

五
才
に
通
し
た
次
の
月
か
ら
夷
治
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
誕
生
の
月
に
裁
与
籠
求

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

又
、
明
治
四
十
四
年
四
月
二
日
以
降

生
の
方
で
本
尊
中
に
壁
ハ
十
五
才
に
達

す
る
人
は
壁
ハ
十
五
才
に
逮
す
る
月
の

前
月
ま
で
し
か
保
険
料
を
細
め
る
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
の
で
注
志
し
て
下
き

い
。
繍
次
の
点
に
注
窓
下
さ
い
。

①
裁
定
箔
求
の
憲

請
求
器
類
は
役
嫁
社
会
係
へ

⑤
年
金
の
支
給
は
年
四
回

五
月
・
八
月
・
十
一
月
・
二
月

③
年
金
繰
り
上
げ
支
給
に
つ
い
て

年
金
は
本
来
満
六
十
五
才
か
ら
支
給

さ
れ
ま
す
が
本
人
の
希
望
に
よ
り
饗
ハ

十
才
か
ら
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
し
か
し
次
の
割
合
で
減
額
さ
れ
た

金
額
が
終
身
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
よ
く

検
討
さ
れ
て
蹄
求
し
て
下
き
い
。

減
額
率
　
成
形
3
6
　
恐
　
如

6
1
才
　
6
2
　
6
3
　
6
4

年
齢

0
0
才
　
6
1
　
6
2
　
㊦

タ
国
民
年
金
保
険
料
納
付

方
式
の
改
正
に
つ
い
て
〝

昭
和
四
十
重
篭
蓬
は
現
金
で
納
付

粗
綬
又
は
個
人
が
役
勅
の
国
民
年
金
の

担
当
者
の
と
こ
ろ
で
納
付
し
て
お
り
ま

し
た
が
昭
和
四
十
六
年
慶
か
ら
観
念
の

よ
う
に
納
付
蕾
に
よ
り
毎
四
回
（
三
ケ

月
分
）
に
分
け
今
迄
の
よ
う
に
納
付
組

織
又
は
個
人
が
収
入
役
垂
に
あ
り
ま
す

収
納
代
現
殻
関
（
遠
賀
借
用
金
麿
遠
賀

川
支
店
役
場
派
出
所
）
に
納
付
す
る
こ

（次項へ）



（
前
頁
よ
り
）

と
に
改
正
し
ま
し
た
の
で
御
協
力
下
さ

い
ま
せ
。
向
現
在
国
民
年
金
手
帳
に
つ
き
ま
し

て
は
役
場
が
預
っ
て
お
り
ま
す
が
昭
和

四
十
六
年
度
か
ら
本
人
に
返
し
領
収
証

を
貼
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
納
付
寝
に
つ
い
て
）

第
一
回
（
四
月
・
五
月
÷
ハ
月
）
分
を

四
月
中
旬
発
送

納
期
限
六
月
一
二
十
日

第
二
回
（
七
月
・
八
月
・
九
月
）
分
を

七
月
中
旬
発
送

納
期
限
九
月
三
十
日

第
三
回
（
十
月
・
十
一
月
・
十
二
月
）

分
を
十
月
中
旬
発
送

納
期
限
十
二
月
二
十
五
日

第
四
回
（
一
月
・
二
月
・
三
月
）
分
を

一
月
中
旬
発
送

納
期
限
三
月
三
十
一
日

追
而
　
三
ケ
月
分
に
な
り
ま
す
と
金
額

も
相
当
高
く
な
り
ま
す
の
で
今
迄
の

よ
う
に
毎
月
納
付
組
織
に
よ
り
徴
収

し
て
い
た
だ
き
納
期
限
に
三
ケ
月
分

を
ま
と
め
て
納
付
し
て
い
た
だ
く
邸

も
考
え
て
お
り
ま
す
。

故
に
あ
っ
た
ら
、
示
談
を
結
ぶ
前
に
必
　
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ず
国
民
健
康
保
険
係
へ
申
し
出
た
ら
れ

昭
和
四
十
六
年
春
の

交
通
安
全
福
岡
県
県
民
運
動

期
　
間
　
実
施
期
間
　
　
　
⑤
　
信
号
無
視
、
速
度
違
反
、
追
越
遵

前
期
　
四
月
五
日
（
月
）
か
ら
四
月
　
反
、
週
甜
駿
等
の
無
謀
な
運
転
を
防

交

通

事

故

と

国
民
健
康
保
険
給
付

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
交
通
部

故
で
け
が
を
受
け
た
場
合
、
国
民
健
廉

保
険
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
は
さ
し
つ

か
え
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
交
韻

故
の
荘
任
は
す
べ
て
如
聾
者
に
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
墾
二
者
傷
害
行
為
と
言
っ

て
お
り
ま
す
。
け
が
の
治
療
唆
等
は
本

来
、
加
蕾
肴
が
会
談
亀
猿
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
理
想
的
に
い
え
は
、
交

通
拡
散
の
け
が
は
、
被
軍
需
が
加
害
者

か
ら
充
分
の
冶
頚
、
充
分
の
慰
謝

料
、
充
分
の
休
業
補
償
費
を
現
金
で
受

け
取
り
、
加
罵
署
と
筏
薯
の
双
方
で

解
決
す
べ
き
も
の
で
す
。

し
か
し
、
現
実
は
弁
償
が
遜
れ
た

り
、
不
充
分
だ
っ
た
り
す
る
場
合
が
多

い
よ
う
で
す
。
そ
う
い
う
揚
合
の
つ
な

ぎ
に
、
国
民
横
座
保
険
額
険
智
証
を

使
っ
て
医
窪
に
か
か
る
こ
と
は
で
き
ま

す
。
そ
の
場
合
、
竪
欝
の
1
割
は
国

民
健
康
保
険
が
医
者
へ
払
う
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
も
と
も
と
加
害
者

が
支
払
う
べ
き
医
療
費
を
、
国
民
健
康

保
険
が
一
時
立
て
替
え
て
払
っ
て
い
る

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
は
当
然
、
あ
と
で
立

替
え
た
医
療
費
の
全
額
を
加
盛
暑
に
諦

求
し
ま
す
。
法
律
は
こ
う
い
う
場
合
、

国
民
健
康
保
険
が
負
担
し
た
医
轟
に

限
っ
て
、
硬
寓
語
が
加
害
者
に
対
し
て

持
っ
て
い
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
肩
が

わ
り
し
て
、
国
民
鍵
康
保
険
が
寝
接
加

疲
署
に
対
し
て
接
客
賠
償
彙
で
き

る
こ
と
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

加
害
者
が
応
じ
な
い
場
合
は
、
自
動

車
損
害
賠
償
責
任
保
険
の
保
険
金
を
請

求
し
ま
す
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
裁

判
所
に
訴
え
る
よ
う
な
こ
と
も
お
こ
り

ま
す
。
加
害
者
は
よ
く
「
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
を
使
え
は
匪
者
代
は
タ

ダ
だ
か
ら
…
⊥
な
ど
と
い
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
と
ん
で
も
な
い
話
で
す
。

そ
う
い
う
と
き
は
「
贋
希
代
は
国
民
健

康
保
険
が
一
時
立
て
替
え
る
だ
け
で
、

あ
と
で
加
雷
者
に
請
求
代
が
ま
わ
る
」

と
い
う
こ
と
を
よ
く
説
明
し
て
あ
げ
て

下
さ
い
。

た
だ
、
こ
の
堪
合
、
被
害
者
と
加
聾

者
夢
示
談
を
結
ん
で
し
ま
う
と
、
そ
の

と
き
以
後
は
、
示
談
で
と
り
き
め
た
こ

と
以
外
は
、
加
害
者
に
対
し
て
諦
求
す

る
権
利
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

磐
素
と
染
着
二
人
だ
け
で
話
し
合

い
、
示
談
を
駐
ぶ
こ
と
な
ど
、
げ
ん
に

つ
つ
し
ん
で
下
さ
い
。

昭
和
4
5
年
度
中
本
町
で
は
、
国
民
鍵

焼
損
被
露
著
（
加
入
葦
の
力
で

1
2
件
の
交
通
部
故
が
あ
り
、
そ
の
医
療

縦
の
1
割
を
国
民
健
康
保
険
で
一
時
立

て
替
え
て
お
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
立

て
替
え
た
医
饗
に
つ
い
て
は
加
害
者

に
対
し
て
損
害
賠
償
と
し
て
請
求
し
て

お
り
ま
す
。
韻
晋
賠
償
に
応
じ
な
い
加

富
者
に
つ
い
て
は
裁
判
所
に
訴
え
て
解

決
し
た
例
も
あ
り
ま
す
。
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
で
、
不
幸
に
し
て
交
通
項

十
日
（
土
）
ま
で
　
六
日
間

後
期
∴
四
月
二
十
六
日
（
月
）
か
ら

五
月
一
日
（
土
）
ま
で

六
日
間

重
点
目
標

前
期
に
お
け
る
運
動
の
亜
点
目
標

の
　
歩
行
者
郵
政
と
く
に
こ
ど
も
と
老

人
の
事
故
防
止
を
目
標
と
し
、
と
く

に
新
入
学
児
遜
、
悶
児
の
保
趣
に
重

点
を
お
く
。

後
期
に
お
け
る
遊
動
の
亜
点
目
標

㈲
　
行
楽
期
に
お
け
る
耶
赦
防
止
を
主

眼
と
し
、
飲
酒
運
転
、
速
度
違
反
、

そ
の
他
の
無
謀
運
転
の
追
放
を
は
か

る。

重
点
実
施
事
項

前
期
に
お
け
る
実
施
邸
項

①
　
通
学
通
園
路
お
よ
び
こ
と
も
の
遊

び
場
新
堀
近
の
安
全
施
設
等
の
総
点

検
と
、
通
学
通
園
路
に
お
け
る
児

強
、
悶
児
の
安
全
指
導

③
　
幼
児
お
よ
び
小
学
較
低
学
年
児
荻

に
対
す
る
と
び
出
し
邪
教
防
止
の
た

め
の
安
全
の
確
保
と
、
供
盛
者
に
対

す
る
敬
語

③
　
小
学
生
お
よ
び
中
学
坐
に
対
す
る

正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
の
指
導

④
　
交
通
環
境
の
変
化
に
よ
り
耶
故
多

発
の
傾
向
に
あ
る
地
域
に
お
け
る
歩

行
者
と
く
に
老
人
に
対
す
る
保
護
お

よ
び
安
全
教
育

⑤
　
正
し
い
機
断
の
励
行
と
横
断
中
の

歩
行
者
保
護
の
た
め
の
指
導

⑤
　
遊
戯
道
路
、
麗
物
通
路
の
設
定
の

促
進
お
よ
び
通
学
薬
草
歩
行
者
の
保

護
を
と
く
に
は
か
る
必
要
の
あ
る
道

路
に
お
け
る
交
通
規
制
の
促
進

後
期
に
お
け
る
実
施
薙
項

①
　
地
域
お
よ
び
職
域
に
お
け
る
飲
酒

運
転
追
放
運
動
の
強
力
な
推
進

⑪
　
飲
酒
運
転
の
取
締
り
と
酒
類
提
供

滋
著
に
対
す
る
指
導

止
す
る
た
め
の
指
導
お
よ
び
取
締
り

④
　
職
場
に
お
け
る
適
正
な
遡
行
管
理

お
よ
び
安
全
逃
憶
管
理
の
確
保

⑤
　
車
両
の
点
検
嬢
鵬
と
く
に
嬢
傭
不

良
等
に
も
と
づ
く
交
通
公
害
（
有
轟

ガ
ス
、
軽
音
）
の
防
止

⑪
　
踏
切
に
お
け
る
一
時
停
止
と
安
全

確
認
の
励
行
の
指
導
お
よ
び
取
締
り

⑦
　
運
暖
マ
ナ
ー
の
指
謡

交
通
安
全
の
心
得

歩
行
者

一
道
路
義
断
す
る
と
き
は
遠
回
り

で
も
億
烹
硬
、
横
断
歩
道
、
楼
断
歩

道
橋
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
。

二
　
道
路
を
梯
断
す
る
と
き
は
車
の
と

ぎ
れ
を
た
し
か
め
、
必
ろ
ず
手
を
あ

げ
左
右
の
安
全
を
た
し
か
め
て
渡
る

こと。

三
　
斜
め
概
断
し
な
い
一
亡
㌔

四
　
走
っ
て
い
る
事
の
す
ぐ
前
、
す
く

後
を
横
断
し
な
い
こ
と
。

五
　
止
っ
て
い
る
車
の
す
く
繭
、
す
く

後
か
ら
擬
断
し
な
い
こ
と
。

六
∴
歩
道
の
な
い
道
路
は
、
右
端
を
歩

く
こ
と
。

七
　
老
人
、
子
供
の
安
全
誘
疎
に
努
め

る
こ
し
㌔

自
転
車
乗
用
者

一
日
張
車
は
身
体
に
合
っ
た
も
の
を

選
ぶ
こ
と
。

二
　
二
人
乗
り
を
し
な
い
こ
と
。

三
　
左
右
折
等
の
合
図
を
励
行
す
る
こ

と。
園
　
右
折
す
る
場
合
は
交
差
点
の
左
側

端
に
沿
っ
て
進
行
す
る
こ
と
。

五
　
左
側
端
の
一
列
進
行
を
励
行
す
る

こと。

六
　
安
全
装
錐
は
常
に
点
検
し
て
、
耀

（三両へ）
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傭
不
良
革
に
は
乗
ら
な
い
こ
と
。

七
　
夜
閏
は
必
ら
ず
点
灯
し
、
後
部
に

は
反
射
鏡
ま
た
は
反
射
テ
ー
プ
を
取

付
け
る
こ
と
。

八
　
踏
切
で
は
必
ら
ず
一
時
停
止
し
、

安
全
確
認
を
励
行
す
る
こ
と
。

九
　
飲
酒
し
て
自
転
轟
に
乗
ら
な
い
こ

と。
十
　
傘
を
さ
す
な
ど
片
手
ハ
ン
ド
ル
逆

転
を
し
な
い
こ
と
。

家
接
（
主
婦
な
ど
）

一
家
族
の
だ
ん
ら
ん
時
に
新
聞
、
ラ

ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、
そ
の
他
で
広
報
さ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
中
心
に
、
交

一
環
故
防
止
に
つ
い
て
話
し
合
い
を

行
な
う
こ
と
。

二
　
家
族
が
家
を
出
る
と
き
に
は
、
正

し
い
歩
行
、
車
に
注
惑
、
ま
た
、
車

を
運
転
す
る
も
の
に
は
安
全
連
荘
、

酒
を
の
ま
な
い
よ
う
「
変
の
こ
こ

を
か
け
る
こ
と
。

三
　
こ
と
も
に
は
、
交
通
ル
ー
ル
、
安

全
な
通
学
通
園
の
し
か
た
な
ど
に
つ

い
て
実
地
に
措
辞
す
る
こ
と
。

四
　
幼
児
の
一
人
歩
き
、
通
路
へ
の
と

び
出
し
、
路
上
透
き
を
さ
せ
な
い
こ

と。
五
　
幼
児
と
歩
く
と
き
は
、
幼
児
を
軍

側
に
出
さ
な
い
よ
う
に
手
を
引
い
て

歩
く
こ
と
。

六
　
「
の
ん
だ
ら
　
の
ろ
な
　
の
る
な

ら
　
の
む
な
」
を
徹
底
す
る
こ
と
。

七
　
す
す
ん
で
、
交
通
艶
話
や
交
通
教

室
等
に
参
加
し
て
、
変
通
ル
ー
ル
を

身
に
つ
け
る
こ
と
。

車
両
運
転
者

一
、
滴
を
の
ん
だ
ら
絶
対
に
運
転
し
な

い
こ
と
。

二
、
げ
た
、
ス
リ
ッ
パ
等
を
は
い
て
車

両
を
運
転
し
な
い
こ
と
。

三
、
検
断
歩
道
に
お
け
る
一
時
停
止
の

励
行
な
ど
歩
行
者
保
護
ル
ー
ル
を
厳

守
す
る
こ
と
。

四
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
、
無
理
な

追
越
し
、
剖
込
み
は
絶
対
に
し
な
い

こと。

五
、
踏
切
で
は
必
ず
一
時
停
止
し
安
全

確
認
を
励
行
す
る
こ
と
。

六
、
夜
間
他
の
車
両
と
行
き
違
う
と
き

は
減
光
ま
た
は
下
向
を
励
行
す
る
こ

し
㌔

七
、
の
ろ
の
ろ
運
転
し
て
車
の
流
れ
を

み
た
さ
な
い
こ
と
。

八
、
仕
業
点
検
、
定
期
点
検
を
励
行
し

乾
傭
不
良
車
、
装
証
不
良
車
等
は
絶

対
に
運
転
し
な
い
こ
と
。

九
、
安
全
呼
称
を
行
な
い
、
こ
れ
を
習

慣
づ
け
る
こ
と
。

十
、
日
塑
一
輪
車
、
原
動
機
付
目
転
出

に
乗
る
と
き
は
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
素

謡
用
す
る
こ
と
。

十
一
、
自
動
二
輪
車
、
原
動
機
付
自
転

車
の
片
手
ハ
ン
ド
ル
運
転
を
し
な
い

こと。

十
二
、
日
塑
一
輪
車
、
原
動
機
付
自
転

垂
の
同
乗
者
に
は
桜
乗
り
を
さ
せ
な

い
こ
と
。

十
三
、
前
車
が
急
停
車
し
た
と
き
で
も

こ
れ
に
追
突
し
な
い
安
全
な
串
間
陸

離
を
と
る
こ
と
。

十
四
、
進
路
を
変
更
す
る
と
き
は
後
事

が
追
突
し
な
い
安
全
な
車
間
距
離
を

と
る
こ
と
。

十
五
、
赤
旗
、
発
鰹
節
な
ど
非
常
信
号

用
具
を
備
え
付
け
て
お
く
こ
と
。

雇
用
主
、
事
業
主
、
連
行
管

理
者
、
安
全
運
転
魯
迅
者
等

一
、
逆
行
哲
理
、
安
全
運
転
管
理
体
側

を
確
立
し
て
、
郵
政
防
止
に
つ
と
め

る
こ
と
。

二
、
仕
業
点
検
、
定
期
点
検
を
実
施

し
、
離
傭
不
良
車
、
斬
旺
不
良
車
の

選
種
を
さ
せ
な
い
こ
と
。

三
、
運
転
者
に
対
し
、
法
令
識
習
、
郵

政
防
止
研
実
会
等
を
実
施
し
て
、
交

通
思
想
の
題
と
交
通
ル
ー
ル
等
を

体
得
さ
せ
る
こ
と
。

学
校
、
幼
椎
田
察
（
学
童

・園児）

一
学
校
、
幼
稚
園
（
保
育
所
）
へ
の

登
下
接
は
、
必
ず
き
め
ら
れ
た
通
学

（
園
）
路
を
通
る
こ
と
。

二
　
上
級
基
は
、
下
級
坐
の
欝
”
し
な

っ
て
、
正
し
い
通
行
、
安
全
な
機
断

を
す
る
こ
と
。

三
　
遠
回
り
で
も
横
断
歩
道
、
信
号
殻

横
断
歩
道
橋
な
ど
が
あ
る
と
こ
ろ
で

は
必
ず
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
。

曲
　
事
の
す
ぐ
前
、
す
ぐ
後
の
雄
断
、

と
び
出
し
、
斜
め
横
断
、
左
側
通
行

車
道
通
行
、
無
茶
な
自
転
垂
の
乗
り

方
は
絶
対
に
し
な
い
こ
と
。

五
∴
道
路
上
で
あ
そ
は
な
い
こ
≒

六
　
鉄
道
線
路
や
踏
切
で
遊
ば
な
い
一
」

と。
七
　
自
治
会
や
、
こ
と
主
審
で
交
通

安
全
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
て
こ

れ
を
守
る
こ
と
。

八
　
手
を
あ
げ
て
唾
ち
に
横
断
す
る
の

で
な
く
、
運
転
者
が
歩
行
者
を
認
め

て
停
止
す
る
の
を
ま
っ
て
凝
断
す
る

こと。

〟
川
や
堤
防
に
ご
み
を

捨
て
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
〟

近
頃
、
川
や
堤
防
な
ど
に
ご
み
や
汚
　
て
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

物
の
扱
げ
捨
て
が
多
く
、
悪
臭
が
ひ
ど
　
昭
和
四
十
六
年
度
河
川
浄
化
運
動
突

く
「
カ
」
や
「
ハ
エ
」
の
発
生
源
に
な
　
施
期
間
　
四
月
十
九
円
～
四
月
二
十
五

り
ま
す
の
で
絶
対
に
ご
み
や
汚
物
を
捨
　
　
　
　
日

白
水
－
倉
谷
線
の
丁
ケ
坪
踏
切

開
通
に
つ
い
て
（
通
知
）

長
い
間
町
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
迷
惑
　
せ
い
た
し
ま
す
。

を
か
け
て
お
り
ま
し
た
白
水
－
倉
谷
線
∴
∴
∴
∴
語

の
丁
ケ
坪
踏
切
が
下
記
の
と
お
り
開
通
一
、
開
通
日
時
昭
和
四
十
六
雪
月

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
　
　
　
　
　
三
十
日
十
二
時

求

人

申

込

書

芦
屋
更
生
企
業
組
合

遠
賀
郡
岡
垣
町
戸
切
三
四
四

雑
役
夫

日

　

　

給

そ
　
の
他

面

接

日

∵

若

干

名

男
　
千
三
百
円
よ
り

女

　

九

百

円

よ

り

中
卒
以
上
、
健
康
な
大

町
報
が
発
行
さ
れ
て
一
週
間

後
よ
り
三
日
間

以
上
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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駒和46年　度労災保険年度更新説明会白極表

日　　　　時　　　　場　　　　　所 ��「　備　　　　考 

4月13日（火） 白10暗室12時 �遠賀郡水巻町公民館 �遠賀那花 i一般継続専業場全車菜場 

4月14日（水） �北九州市 �l八幡区、戸畑区、官公庁、労燭組合 i 

畠10暗　室12時 �八幡区市民会館 �i一般継続専業場全専業場 i 

4月14日（水） 自13時50分室15時 �　　　管内全 岡　上 　　　一緒有期適用蕾簗場 

4月16日（金） �中間市 �！中間市在 

自10時　至12時 �　　　　i 商工会議所2階会議室1－簸継続薄業場全事業場 

昭
和
四
十
六
年
度
労
災
保
険

年
度
更
新
時
に
お
け
る
説
明
会

住
民
異
動
届
は
十
四
日
以
内
に

い
た
し
ま
し
ょ
う

寵

昭
和
四
十
六
毎
度
労
災
保
険
年
度

蔑
薪
説
明
会
寮
内

別
添
日
程
表
の
と
お
り

報
告
書
提
出
及
び
展
険
料
納
付

期
限
　
昭
和
四
十
六
年
五
月
十
五
日

提
出
納
付
機
関
　
日
銀
代
理
店
、
郵

便
局
、
福
岡
基
準
局
、
八
播
監
督

局
※
　
提
出
納
付
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と

不
利
益
な
取
扱
い
を
受
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
期
限
は
厳
守
し

て
下
き
い
。

そ
の
他

の
報
告
連
は
各
説
明
会
轟
に
て
案

内
状
と
引
き
換
え
に
お
渡
し
し
ま

す
。
案
内
状
は
必
ず
持
参
し
て
下

さい。

㊥
詳
細
に
つ
い
て
は
八
幡
労
働
基
準

監
督
署
に
照
会
下
さ
い
。

所
在
地
　
八
幡
区
昆
倉
町
二
丁
目

笹
詰
　
六
七
⊥
ハ
二
一
宍

転
入
、
転
出
等
の
住
所
の
移
動
や
、

そ
の
他
（
謹
呈
の
変
質
、
初
審
の
訂

正
等
）
住
民
票
の
記
襲
項
に
異
動
を

生
じ
た
と
き
は
、
住
民
基
本
台
曖
法
に

よ
り
十
四
日
以
内
の
届
出
が
本
人
及
び

世
詩
主
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
親
許
覆
れ
て
寮
、
下
宿
等
か
ら

通
学
・
通
勤
し
て
い
る
人
は
、
当
町
に

生
活
の
本
拠
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
役

甥
に
転
出
届
を
し
て
、
現
居
住
地
に
住

民
馨
録
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

家
族
に
こ
の
よ
う
な
該
当
署
が
あ
る

籠
合
は
、
必
ず
轄
宿
主
か
ら
届
出
を
し

て
下
さ
い
。

こ
の
届
出
を
お
こ
た
る
と
住
民
基
本

合
蹟
法
第
四
十
四
条
の
鷺
に
よ
り
簡

易
裁
判
所
か
ら
過
料
の
通
知
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

『
保
険
税
の
二
重
払
い
に
つ
い
て
』

給
与
覆
審
で
社
会
保
険
料
を
徳
月

天
引
き
き
れ
な
が
ら
、
本
人
が
手
続
き

を
怠
っ
て
い
る
た
め
の
家
族
が
社
会
保

険
に
加
入
で
き
ず
、
町
の
国
民
健
磨
保

険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
が
栢
当
数
お

ら
れ
ま
す
。

こ
う
い
う
方
は
保
険
税
と
社
会
保
険

料
を
二
重
に
支
払
っ
て
お
ら
れ
る
方
で

す
。
言
い
換
え
る
と
不
要
な
国
民
健
康

保
険
税
斉
支
払
っ
て
墾
せ
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

社
会
保
険
に
は
三
親
等
以
内
の
親
族

で
加
入
し
よ
う
と
す
る
人
の
年
間
／
所

得
が
一
四
七
、
0
8
円
（
四
十
五
年

度
）
以
下
で
あ
れ
ば
加
入
出
来
ま
す
。

所
定
の
手
続
き
を
と
っ
て
も
弾
薬
所

が
認
定
し
な
い
と
き
、
又
は
手
続
き
に

関
し
て
わ
か
ら
な
い
所
が
あ
れ
は
役
場

保
険
係
に
連
絡
し
て
下
き
い
。

五
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す

田
本
赤
十
字
は
費
に
よ
っ
て
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。

一
世
篇
当
り
一
人
は
必
ず
三
8
円

の
賀
に
ご
加
入
下
き
い
。

こ
の
日
墓
の
お
金
で
ガ
ン
対
策

と
し
て
胃
巡
回
検
診
自
動
車
、
子
富
力

ン
検
竣
葦
、
又
は
献
血
用
襲
血
雫
及

び
献
血
者
輸
送
用
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
等
お

役
に
た
っ
て
い
ま
す
。
五
月
に
は
区
長

さ
ん
か
雲
の
硬
度
の
方
が
募
金
に

訪
問
さ
れ
ま
す
の
で
宜
敷
く
と
協
力
方

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

遼
賀
町
日
赤
分
区
長

身
体
障
害
者
巡
回
相
談
に
つ
い
て

一
、
日
時
　
五
月
十
四
日
（
金
）

叩
時
～
1
5
時

一
、
場
所
∴
遠
賀
町
公
民
館
ホ
ー
ル

一
、
相
談
料
無
料

眼
科
と
耳
鼻
科
は
午
後
の
受
付

1
身
体
陵
連
署
手
贋
の
交
付
（
再
交
付

も）
2
更
生
（
育
或
）
医
旗
の
給
付
希
望
を

す
る
人

3
襲
具
の
交
付
（
修
聖
二
碁
笥
す

る
人

4
戦
業
及
び
障
害
年
金
の
相
談
を
希
望

す
る
人

5
更
生
擁
護
施
設
及
び
児
垂
福
祉
施
設

へ
の
入
所
嘉
塾
す
る
人

6
そ
の
偶
諸
般
の
樋
談
を
詩
壇
す
る
人

※
憲
と
印
鑑
嚢
参
の
こ
と
。

補
箋
の
交
付
（
修
規
）
祷
塾
の
方

は
必
ず
、
こ
の
殻
金
に
申
込
ん
で
下

さい。
年
の
中
途
は
賽
関
係
で
不
可
能
な

疎
が
多
い
よ
う
で
す
。


